
、

■みなさんといっしょに環境や社会の間題な
碁え､紙而を作っていきま魂

卜

津

Ｆ
」
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あけましておめでとうございます
新年あけましておめでとうございま

す。本年が私たちみんなにとって良い

年になるよう、私たちの執務所も束か

らホッとする風を送り届けることができ

ればと思っています。

ようです。雪の結晶はすき間だらけで

多くの空気を含んでいるので、そこに

光が入ると空気の中で光が乱反射

し、白っぽくなるのだそうです。

切捨てを中心とする今の政府のやり

方は、法律という武器を使って、私た

ちに見えない戦争を仕掛けているとし

か言いようのないくらい非人間的な、

人権という魂の抜け落ちたものです。

私たちもいよいよお上意識を捨て、独

市する時かも知れません。一人の人

間として、主権者として。

子どもの頃の疑問と言えば、アメリ

カ独京戦争は税金が原|天Iで起きたと

いうことも不思議に思っていました。

なぜ税金のことで戦争にまでなるのか

なと思っていました◎でも、今はほん

とによく分かります。世の中、武器は

鉄砲や大砲だけではない、むしろ魂

の抜けた法律の方がよっぽど怖いと

身にしみて感じます。特に社会保障

今年の第一便は季節柄、雪を風に

のせてお届けします。雪はなぜ白い

のでしょうか。これは子どもの噸よく思

っていた疑問です◎雪がカラフルで、

いろんな色だったらマーブルチョコみ

たいで而白いのにと子ども心に思って

いました。その後、調べると雪が白い

のは、雪がフワフワとしているからの

雪は街巾を真っ日にします。この街

をもう一度、人の命が輝く街にしたい

ものです。一人ひとりの笑顔で雪の真

っ白なキャンバスがカラフルに彩られ

るように。
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障害を持った人生を自分に引きつけて考える

命の炎燃やし､人一倍実感を持った人生
「私はﾉkきている。以前とは別の|M:界に。半身不随にな

って。人の怖けを受けながら、重い車椅ｆに体を任せて。

!;染を失い、食べるのも水を飲むのもままならず、沈黙の

'11:界にじっと目を見開いて、牛きている。それも昔より牛き

ていることに実感を持って、確かな手ごたえをもってﾉﾋきて

いるのだ。一時は死を覚悟していたのに、今私を種ってい

b,

Ｉ

鵜
さまざまに社会とかかわりをもとうと努力する障害者

るのは、碓火なﾉﾋの感覚である。「:１１１－;はないが私は生き続

ける。なぜ?それはﾉkきてしまったから、助かったからには、

としかいいようはない。その1|'で私は生きる即''１を兄出そう

としている。もっとよくﾉ|；きることを考えている｣。

これは、『寡黙なる|i人』の一節である。持者は多ｍ富

雄氏。来京人学ﾆｲﾉ１番教授で'11:界的な免疫学者だ。その

多ＩⅡ氏が脳梗蛎で倒れ、、|§身不随となり、言葉を失った。

この本にはそれからの多'１１氏のﾉkき様が11＃かれている。そ

の中で、多川氏は、「苫よりもﾉtきていることに実感を持っ

て、確かな手ごたえをもってﾉtきている｣と言う。障群を持

った今、「IIはりも生きていることに火感を持って、確かな手

ごたえをもって生きている｣と,;う。’|をコジ開けられる思い

がした｡そう、'1純亨を持つ人もﾉ|葦きているのだ｡それも人一

倍ﾉ|きること、ノ|iきていることにI‘l党を持って。障沓を持っ

た瞬間から今の社会は、その人を特別な存任にしてしま

い、人としてﾉ|きにくい湯所に追いやってしまうが、どっこ

い、人一陪命の炎を燃やしているのだ｡そんなl'』たり前の

ことを、この本をI沈むまで、私はまったく|’|党しなかった。

''1分がとても恥ずかしかった。

社会の仕組みに､もう－度目を向ける必要が
そんな上り!、|岬亨行|'Ｗ:支援法の|M1題に関係して、ネサド

均氏のI;i1iをお聞きすることになった。端ド氏は、ＩＩＩＶ,;|鰍

の噸からの知り合いだ。現在は、「癒とりの里｣という陣需

袖祉サービス‘伽業所を運営されている。

淵ド氏の話をお聞きして、またまた目をコジ開けられる

思いをさせられた。岩下氏が言われた｢障害は誰にでも起

きうる。陣拝持には誰でもなる可能性がある｣という話だ。

多山氏のように脳梗塞による場合もあれば、交通事故の場

合もある。粘神疾患の場合もある。障害を持つ人と持たな

い人は'11じ線のＩ弓に京っているのだ。どこかで障害を持つ

人を口分とは違う世界に住む人と考えていた自分に気づい

た。偏兄を持っていた。恥ずかしく思った。だけど、そうす

ると、陣群を持つ人の生きる問題は私たちのすぐ傍にあっ

て、私たちが自分の問題として、自分たちの社会の問題と

して、取り組まなければならないはずではないか。そして、

障害を持つ人たちが、人一倍/tきていることに自覚を持っ

てﾉkきているのなら、私たちや社会はその思いを典llE面か

ら受けとめて、障害を持つ人たちが私たちと同じ場所に、

人としてﾉtきていけるよう答えていかなければならないはず

ではないか。ところが、今の社会はそうではない。だから、

障押を持つ人は孤立する。家族だけが支える。だから、陣

秤を持つ人たちが私たちとＩＩｆｌじ場所に、人としてﾉ|きてい

けるために必要な社会の'+Iでのネットワークも、ますます育

たなくなる。社会もどんどん無関心になる。悠術疎だ。そん

な社会の１．|Iで、|暇I渚|'|立支援法は作られた。しかも、

弱箭を切り捨てる社会保障制度の改悪が進む中で。|人l容

に問題があることは!;うまでもないだろう。障害を持つ人に

偏兄を持っていた私が、伸そうに陣拝街『1竃支援法の批

判をする資格はないかもしれない。けれど、この問題を見

て見ぬ振りをすることは、「ﾉ|きる｣という人として大事なこと

にI|を背けることになるではないか。それは、自分自身の

人切な人生までいい加減にﾉﾋきることにつながるだろう。そ

れは嫌だ。この間迦に少しずつかもしれないがlf1｣きあうこと

で、私も'.'|分の人生を、ノ|§きるという実感をもって生きてみ

たいと思う。
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掘り下げ解説しっ：制定をめぐって緊迫していた２００７年３

つ、国の施策と陣；月の坂本氏の法案の危険な内容につい
害者の要求との元；ての講演をはじめ、４回に渡る同氏の

初めまして､森の学校共lIil作業所の所災をしております、

荒牧です｡こちらの弁磁|:さんとは､偶然にも姓がlIilじ､とい

うわけではなく､実の弟であります。

兄が弁維ｔで､と他人に話すと､実に怠外な顔をされます

が､｢なに､小さいころは弟のほうが頭がいいって､!-すわれて

たんだよ｣と､答えるのを､常としています｡｢ただ､努力する才

能が､俺にはなかったけどね､｣と､付け加えるのも忘れないよ

うにしていますが。

さて､何でもいいから､何かii｝くように､とIすわれましたので、

今私が勤務しております陳がい･荷の小さな作業所である森

の学校共同作業所について11ドかせていただきます。

｜細iiIliの''1奥の廃校になった小学校に､『もみじ学舎』と

いうところがありまして､そこでは､空いていた教篭を利川して、

陶芸､染色､バイオリン制作､水l:､ばんI:腸などが､各［腸

_塗んのI‘庄性において､開かれています｡そのなかの一つ

の店子として､ＮＰＯ法人森の学校があり､共'11作災所があ

ります｡作業内容としては水［を''1心に､''１f刈りからちょっと

したリフォームまで､{|'i来ること､愉しいことなら､なんでもやり

ます…という婆秘でやっています｡雌近ﾉJをいれていること

として､山で切ってきたいわゆる雑木や､廃材を細かく川l：

して､どんぐり､松ぼっくり呼と組み合わせて､ｆ農、ｌ:茨の

ｷｯﾄ､素材として販売することと､その業材を使って､子ども

障着菖立麦撒と※側州,|麺||_鍵|L情｜践の創造

一障害者の願いを実現する新提案

峰島厚著全障研出版部援法の基本と活用』と併せて参考に。

自立支援法が障；憲法をめぐるせめぎ合い

繍瀧蒸髪:-需鋤箪重繍鶏副”
社会福祉基礎構：

造改革の内容から；「憲法改正手続法」（国民投票法）の

劃鰯鍵塗堅暮
講鰯鍵蕊隻
震鼠情勢＝雲霧霧
を前にして、改瀧難藤,農)匡園＜

憲の道か改憲を驚諸識厩’…I蔵
ストップし、憲法

を生かして「もうひとつの日本」への道

か、をあなたと心から語り合いたいと思

ってのことです」（同氏著『憲法そ

の真実光をどこにみるのか』）と併せ

てどうぞ。当事務所にて取り扱いしてい

ます。

鮮 報新

たちの木l:教宅(ﾎｯﾄボﾝドを使って､１時間くらいで､自由

に作品を作ってもらいます)を開くことがあります｡販売はまだ

まだですが､木［教篭の方は､年々需要が増えて､百人､二

百人規模のｲべﾝﾄにも1111かけて行くことが多くなりました。

こんなふうに､作堆所としては一風変わったところがありま

すし､作業の内容も多岐にわたっていますが､来てくれてい

る利川者さんは､出来ることをＩｌｌＩ来る範I州で､楽しんでいると

思います(もちろん､この形態があわなくて辞められる方もい

ますが)。

作業所をやっていていつも思うのは､仕撫として収益を上

げ､みんなの工貨を少しでも多くすることと､みんなの居場所

として､111;心地のいい場所を創っていくことを両立させていく

ことの難しさです｡忙しさのなかにはまってしまうと､つい､効

率や､能ﾉJで人を評価してしまいがちです｡それぞれのあり

のままが受け入れられなくなります｡いい､悪いは別にして、

-一般社会では､そんなことはあたりまえかもしれませんが､ここ

では､そう､ありたくないし､逆に､経済至上-張義的今の風潮

や､そのことの染み付いた自分、身にも､それでいいのか?と

問いをなげかけたいところでもあります。

利川行さんのI|'には､他人のことなんか気にせず､マイぺ

ｰｽで､休みたいときは休み､タバコのすいたい時には吸い、

天気がいいといっては､とびきりの笑顔を見せてくれるような

人もいます｡|｣:抑りには1,|《|ったもんだ､と思うことも多いので

すが､人間的にはとても魅ﾉJ的で､｢俺もあんなふうに年取っ

て行けたらな｣と思うこともあります。

昨年の11城支援法の施行以来､利用肯さんの負脳増を

作業所がｶパｰする形をとっていることや､昨今の原油価格

の尚騰などで､経営的には厳しいものがありますが､自前の

'肘業分野を如何に伸ばしていくかということと､それでもみん

なの鵬場所としての愉しい場所を､どう創っていくか､の両立

をめざして|I夜燕|剥しているところです。

。
－

Iもっと働きたい』

riI分らしく飛珊し
ｷｰﾜｰド腿鯉ﾆｰズ蝿割

り月G祉座鰹
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離が大きくなるなかでも、必死に福祉；インタビューをまとめたブックレットで

の「全面破壊」を少しでも「総合的前：す。自民大敗の参院選後、民心の奥底

進」を図ろうとする関係者への、新提：からの動きと、安倍首相の辞任、福田

案となる害です。前著『障害者自立支：内閣成立などの激変の下で、いま改憲

のみな様からの暮らしの智恵やおもしる情報､お

勧めの書籍など､どしどしお寄せ下さい。

ありのままでいられる楽しい場所つくり

森の学校共同作業所荒牧沿二




